
室外機の省エネカバー（TC ユニオン株式会社）の技術概要 

 

技術概要 

技術の仕様・製

品データ 

エアコン室外機空気取り入れ口に立体基材型ブラインドを接合し、さらに室外

機本体及び周囲の床に中空ビーズを含む遮熱塗料を塗装した際の省エネ効果につ

いて。 

 

特徴・長所・セ

ールスポイン

ト・先進性 

エアコン室外機空気取り入れ口に立体基材型ブラインドを接合し、さらに室外

機本体及び周囲の床に中空ビーズを含む遮熱塗料を塗装する。 

これにより、夏季、冬季を問わずヒートポンプ用いたエアコンの冷暖房効果を

高めることが出来、夏季は消費電力量の削減が可能になる。削減率は室外機の設

置環境により左右されるが「15%～20%」を見込むことが出来る。 

また、平成 29年度埼玉県草加市の「モノづくりブランド」に認定された商品で、

埼玉県草加市の温暖化対策に貢献できるものである。 

 

技術の原理 夏季の原理 

空気取り入れ口熱交換器を日陰にすることにより、熱交換器の温度上昇を抑制

することができる。また、室外機の周囲の床に遮熱塗料を塗布することで、吸気温

度を低下させることができる。これにより室外機を効率よく稼働させ、消費電力

を削減させる。 

 

冬季の原理 

空気取り入れ口熱交換器へブラインドを付けることで、霜の付着を抑制し、早

朝の室外機の駆動効率を向上させる。これにより立ち上げ時の余分な電力を抑制

することが出来る。また、遮熱塗料の塗布により、室外機の凍結を抑制することも

期待できる。 

 

技術の開発状

況・納入実績 

立体基材型ブラインド 

樹脂成型品を開発、生産済み。 

 

中空ビーズを含む塗料 

TCユニオン株式会社が扱っている遮熱塗料を使用。 

 

環境保全効果 本件によりエアコン消費電力の削減が見込まれる。消費電力はオフィスビルで

約 50%、一般住宅で約 60%の割合を空調関係で使用しているため、消費電力の削

減はエネルギー問題、地球温暖化問題の解決へ大きく繋がると考えられる。 

 

副次的に発生す

る環境影響 

該当なし 

実証項目案及び

コスト概算 

実証項目 

１．通常仕様の室外機 

２．立体基材型ブラインドを接合し、遮熱塗料を塗布した室外機 

※室外機は同条件で選択すること。 

上記２項目の消費電力比較を行い、効果の実証とする。 

 

添付資料１ 



コスト概算 

・測定機器損料 

・調査、測定費 

・旅費 

・諸経費 

・測定機器設置、設定、撤去費 

＜予算 80万～100万円＞ 

自社による試験

方法及びその結

果 

目的 

エアコン室外機に立体基材型ブラインドを接合した際の温度変化と消費電力の

確認。 

 

試験方法 

同じ条件の室外機２台を使用し測定。 

１台に温度測定器と電力測定器を設置。 

１台に立体基材型ブラインドを接合し、温度測定器と電力測定器を設置。 

※温度測定部位は上面とする。 

 

試験内容 

10 時から 15 時の直射日光が当たる時間帯の表面温度と消費電力を測定。室外

機２台の温度、消費電力差を確認。 

 

結果 

温度、消費電力は以下の通り。 
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